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特集 1 介護保険制度

特集 2 未来に羽ばたく子どもたち

クローズアップ見直そう環境にやさしい公共交通機関

トピックス第40回自然公園大会 ほか
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社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み

本
県
の
高
齢
化
率
(
六
十
五
歳
以
上
の

人
の
割
合
)
は
十
九
二
二
%
(
今
年
三
月
現

在
)
と
、
全
国
平
均
の
十
六
・O
%
(
同
)

を
上
回
る
ぺ

l
ス
で
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

二

O
二

O
年
の
高
齢
化
率
は
三
十

%

に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
、
急
速
な
高
齢

化
の
な
か
で
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
加
す

る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
こ
う
し
た
高
齢

者
を
、
家
族
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体

で
支
え
よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

平
成
十
二
年
四
月
ス
タ
ー
ト

介
護
保
険
制
度
は
、
市
町
村
を
運
営

主
体
(
保
険
者
)
と
し
て
、
平
成
十
二
年

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

た
だ
し
、
要
介
護
認
定
申
請
の
受
付
は
、

平
成
十

一
年
十
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

誰
が
加
入
す
る
の
?

加
入
者
は
、
次
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

八〉
第
一
号
被
保
険
者

六
十
五
歳
以
上
の
人

〈〉
第
二
号
被
保
険
者

四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
人
で
、

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

第

一
号
被
保
険
者
と
第
二
号
被
保
険

者
で
は
、
保
険
料
の
設
定
方
法
や
支
払

方
法
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
要
件
が

異
な
り
ま
す
。

加入している医療保険ごとの
算定方法に基づいて設定

40歳から64歳までの人で、医
療保険に加入している人

同左 (ただし、特定疾病によ

る場合に限る)

医療保険料と一括して支払い

第2号被保険者

特集/介護保険制度

表 3介護保険加入者の区分と給付対象など

所得段階に応じて市町村ごと
に設定

-年金額が一定額以上の人
は、年金から天引き

・それ以外の人は市町村に個

別に支払い

第1号被保験者

-要介護状態の人
・要支援状態の人

65歳以上の人

給付の対象者

と
こ
が
特
徴
で
す

介
護
保
険
制
度
は
、
医
療
保
険
や
年

金
保
険
の
よ
う
な
社
会
保
険
方
式
に
よ

り
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
対
し
て
、

保
健

・
福
祉

・
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
総
合

的
に
提
供
す
る
制
度
で
、

①
老
人
福
祉
と
老
人
医
療
に
分
か
れ
て

い
る
現
行
制
度
を
介
護
の
側
面
か
ら

再
編
成
し
た
こ
と

②
利
用
者
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
提

供
者
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

シ」
③

一
体
的
・
総
合
的
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
支
援
機

能
(
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)
の
考
え
方

を
初
め
て
導
入
し
た
こ
と

が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
急
性
期
医
療
(
病
状
が
悪
化
し

た
り
、
新
た
な
病
気
に
か
か
っ
た
り
し

た
場
合
の
医
療
)
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
、
医
療
保
険
(
政
府
管
掌
健
康
保
険
、

国
民
健
康
保
険
な
ど
)
か
ら
給
付
さ
れ
ま

す
。

表 1現行の老人福祉と老人医療の制度を介護保険制度に再編成

老人福祉 一一ゴ「τ人保健 (産療保険

-

一
般
病
院
(高
齢
者
の
急
性
期
医
樟
)

保

O
福
祉
用
具
給
付
・

貸
与
な
ど

O
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

O
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

O
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

O
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

護

ー
み
ん
な
で
支
え
よ
う
老
後
の
安
心
|

-
議
護
老
人
ホ
I
ム

.
軽
費
老
人
ホ
l
ム

要
介
護
状
態
の
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

-短期入所生活介護 (ショートステイ)

要
支
援
状
態
の
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

-日帰りリハビリテーション (デイケア)

-居宅療養管理指導

(医師・歯科医師による訪問診療など)

・日帰り介護 (デイサービス)

介護サービスの種類

-訪問看護

-訪問介護 (ホームヘルプ)

在宅サービス

-訪問リハビリテーション

-訪問入浴

介護
サービス

要介護認定とサービスの利用方法

-短期入所療養介護 (ショートステイ)

施設サービス

-福祉用具の貸与 ・購入費の支給

・住宅改修費の支給

(手すり 、段差の解消など)

-有料老人ホーム等における介護

-痴呆対応型共同生活介護

(痴呆性老人のグループホーム)

- 2一

表 2現行の老人福祉制度との相違点

1割の定率負担

このほか施設入所者に

は標準的食費負担

公費

(税金)

市町村が決定

(措置制度)

所得に応じ負担

-介護老人保健施設

(老人保健施設)

-介護療養型医療施設

・療養型病床群

・老人性痴呆疾患療養病棟

・介護力強化病院(施行後3年間)

-介護老人福祉施設

(特別養護老人ホーム)

市
町
村

介護認定審査会
(保険 ・医療 ・福祉の学識経験者による判定)

訪問調査の結果と 、かかりつけ医の意見書に基づき、
要介護状態 ・要支援状態か否か、 及びその程度を判定 しま す。

- 3 一

訪問調査

G53519 
かかりつけ医

の意見書



給
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
?

介
護
保
険
で
は
、
次
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
た
と
き
に
、
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〈〉
要
介
護
状
態

寝
た
き
り
、
痴
呆
な
ど
で
、
常
に
介

護
を
、
必
要
と
す
る
状
態

〈〉
要
支
援
状
態

常
時
の
介
護
は
必
要
と
し
な
い
も
の

の
、
家
事
や
身
支
度
な
ど
日
常
生
活

に
支
援
が
必
要
な
状
態

た
だ
し
、
第
二
号
被
保
険
者

に
つ
い

て
は
、
初
老
期
痴
呆
や
脳
血
管
障
害
な

ど
、
老
化
に
伴
う
病
気

(
特
定
疾
病
と
い

い
ま
す
)
に
よ

っ
て
要
支
援
状
態
や
要
介

護
状
態
に
な

っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
?

介
護
保
険
で
給
付
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス

に
大
別
で
き
ま
す
。
(
3
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
)

給
付
を
受
け
る
手
続
き
は
?

次
の
よ
う
な
子
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

①
本
人
ま
た
は
家
族
が
、
市
町
村
に
要

介
護
認
定
(
要
介
護
状
態
や
要
支
援
状

態
で
あ
る
か
否
か
、
介
護

・
支
援
の
必

要
度
は
ど
の
程
度
か
に
つ
い
て
の
判

定
)
を
申
請
す
る
P

‘ 

②
要
介
護
認
定
の
試
行

要

介
護
認
定
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
、
九
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
、

県
内
全
市
町
村
に
お
い
て
、

要
介
護
認

定
の
試
行
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

③
介
護
支
援
専
門
員

(
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
)
の
養
成

介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
す
る
な

ど
、
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
重
要
な

9年度実績 (達成率)

(66.8%) 

(95.6%) 

(90.6%) 

(74.2%) 

(77.3%) 

16ヵ所 (100.0%)

(94.7%) 

502人

634人

72ヵ所

51ヵ所

2，745床

2，964床

特集y介護保険制度

表 6富山県高齢者保健福祉計画の進捗状況

6年度実績(達成率)

2，377床 (76.7%)

376人 (50.0%)

434人 (62.0%)

50ヵ所 (51.5%)

33ヵ所 (50.0%)

5ヵ所 (31.3%)

2，245床 (77.4%)

(常勤換算)752人

平成11年度自標

700床

97ヵ所

66ヵ所

16ヵ所

2，900床

3，100床

ショートステイ専用べ‘ッド

特別養護老人ホーム

老人保健施設

訪問看護ステーション

デイサービスセンター

在宅介護支援センター

分

ホームヘルパー

区

②
市
町
村
は
、

通
知
す
る

D

※
要
介
護
状
態
や
要
支
援
状
態
に
当
て
は
ま
ら

な
い
(
自
立
)
と
認
定
さ
れ
る
と
、
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
者
に
認
定
結
果
を

‘ 

③
専
門
事
業
者
(
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
)

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
(
ケ
ア

0

フ
ラ
ン
)

を
作
成
し
て
も
ら
う
。

※
本
人
ま
た
は
家
族
が
作
成
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

表 4介護サービス計画のイメージ (要介護度2、通所サーピスに重点を置いた場合)

午前 午後 夜間 ※このほかに、

/三一一子~ 6カ月につき/ホーム¥
いj レ 7~ I 2週間のショ

一一一 一トステイ及

び福祉用具の

貸与が考えら

れます。

(デイサービス/デイケア)

CP 唖事
fデイサービス/デイケアJ

dzb 
fデイサービス/デイケア)

月

火

水

木

金

土

役
割
を
担
う
介
護
支
援
専
門
員
を
養
成

す
る
実
務
研
修
を
実
施
し
、

質

の
高

い

人
材
の
計
画
的
な
養
成
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

(43.5%) 

④
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備

富
山
県
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画

に
も

と
づ
く
在
宅

サ
ー
ビ
ス
や
施
設

サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
整
備
に
、
引
き
続
き
努

め
て

い
き
ま
す
。

な
お
、

平
成
十
年
度
に
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ

l
ム
百
五
十
床
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー

シ
ョ

ン
六
カ
所
、
シ
ョ

ー
ト
ス

テ
イ
専
用

ベ

ッ
ド
五
十
床
、

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
九
カ
所
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

五
十
床
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

200床

問
合
せ
/
県
庁
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
班

8
0
7
6
4
(
糾

)
3
2
7
2

100床 (21.7%)

-
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
九
・
十
ペ
ー
ジ
の
「
知
事
へ
の
手
紙
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

460床スウ1¥ アケ

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
限
度

〈
〉
在
宅
サ
ー
ビ
ス

要
介
護
度
の
ラ
ン
ク
ご
と
に
給
付
限

度
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
範
囲
内
で
、

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
ま
す
。

八〉
施
設
サ
ー
ビ
ス

利
用
す
る
施
設
ご
と
に
、
要
介
護
度

別
の
給
付
額
が
設
定
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。

な
お
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、

要
介
護
状
態
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

(
要
支
援
状
態
の
場
合
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
)

金額 (1ヵ月当たり)

6万円程度 (上限)

14~16万円程度 (上限)

17~18万円程度 ( " ) 

21~27万円程度 ( " ) 

23万円程度 (" ) 

23~29万円程度 ( if ) 

平均29万円程度

平均32万円程度

平均43万円程度

日

表 5 要介護度別のサービス金額 (7年度価格)

箆分

要支援状態

1 生活の一部について部分的介護を要する状態

2 中等度の介護を要する状態
要介雫
状態 3 重度の介護を要する状態

4 最重度の介護を要する状態

5 過酷な介護を要する状態

特別養護老人ホーム

老人保健施設

療養型病床群等

在
宅
サ
ー
ビ
ス

施設

サービス

図護悶険
ミ自知閤保

険
料
を
支
払
う
の
は
何
歳
か
ら
で

す
か
。

A
.

四
十
歳
に
な
れ
ば
、
原
則
と
し
て
全
員

が
加
入
し
、
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
に

な
リ
ま
す
。

Q
1
 

Q
2
 

A
.
 

保
険
料
は
い
く
ら
に
な
る
の
で
す
か
。

第
一
号
被
保
隣
者

国
の
平
成
七
年
度
時
点
で
の
試
算
に
よ

る
と
、
全
国
平
均
で
一
人
月
額
二
千
五

百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
提

供
さ
れ
る
市
町
村
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
に
よ
っ
て
上
下
し
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
計
算
方
法
に
よ
り
算
出
し
ま

す
。

な
お
、
健
康
保
険
で
は
事
業
主
が
、
国

民
健
康
保
険
で
は
国
が
、
費
用
の
半
分

を
負
担
し
ま
す
。

保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
支
払
う
の
で

す
か
。

A
.
第
一
号
被
保
険
者

年
金
額
が
一
定
額
以
上
の
方
は
、
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
方
は
、
個
別
に
市
町
村
へ
支

払
い
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
は
、
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
の
保
険
料
に
介
護
保
険
料

を
上
乗
せ
し
た
金
額
を
源
泉
徴
収
に
よ

り
支
払
い
ま
す
。

Q
3
 

利
用
者
負
担
は
一
割

利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
う

ち
九
割
は
介
護
保
険
が
負
担
し
、
残
り

の

一
割
が
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

利
用
者
負
担
が
高
額
と
な
る
場
合
は
、

自
己
負
担
の
上
限
(
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
)
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
特
別
養
護
老
人
ホ
!
ム
や
老

人
保
健
施
設
、

※
療
養
型
病
床
群
な
ど
に

入
所
・
入
院
す
る
場
合
は
、
利
用
者
負
担

に
加
え
て
、
標
準
的
な
食
費
負
担
も
必

要
で
す
。

※
療
養
型
病
床
群

医
療
に
加
え
、
介
護
に
も
重
点
を
置
い
た
病

床
を
持
つ
病
院

※現在、固において検討中のもの (平成 11年末に定められる予定)

導
入
に
向
け
、

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す

県
で
は
、
こ
の
四
月
に
厚
生
部
高
齢

福
祉
課
内
に
介
護
保
険
班
を
設
置
し
、

現
在
、
市
町
村
と
協
力
し
な
が
ら
、
次

の
よ
う
な
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

-4-

①
計
画
の
策
定

介
護
保
険
事
業
が
円
滑
に
運
営
さ
れ

る
よ
う
、
マ
ン
パ
ワ

l
の
養
成
や
介
護

保
険
施
設
の
整
備
目
標
を
盛
り
込
ん
だ

「
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国
保
加
入
者
は
、
国
民
健
康
保
険
料

(
税
)
と
一
括
し
て
支
払
い
ま
す
。

市
町
村
の
要
介
謹
認
定
の
結
果
に
不
満

の
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

A
.
県
の
介
護
保
険
審
査
会
に
不
服
申
立
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
4
.
 

Q
5
.
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
(
ケ
ア
プ
ラ
ン
)
と

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

A
.
利
用
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ

せ
た
計
画
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
利
用
者

の
状
況
や
生
活
環
境
、
希
望
に
配
慮
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
6
.
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
に
不
安
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

A.
県
と
市
町
村
で
は
、
引
き
続
き
、
在
宅
・

施
設
の
両
面
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
塞
盤
の
整

備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
に
よ
っ
て
民
間

事
業
者
な
ど
の
参
入
も
促
進
さ
れ
、
効

率
的
で
良
質
な
サ
i
ビ
ス
の
提
供
も
期

待
さ
れ
ま
す
。
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Q
7
.
低
所
得
者
へ
の
配
慮
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

A
.
保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ
て
設
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
低
所
得
者
の
負
担
は
軽
く

な
り
ま
す
。

ま
た
、
低
所
得
者
に
は
、
自
己
負
担
額

の
上
限
(
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
)
や

介
護
施
設
の
食
費
負
担
が
低
く
設
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。



号どもたち
21世紀を担うのは子どもたちo

いま、自立心の芽生えはじめた子どもたちの可能

性を引き出し、子どもたちが将来への夢を描ける環

境をつくっていこうという動きが、高まっています。

ばた〈「
子
ど
も
世
界
宣
告
一
己

体
と

O
を
き
た
え
よ
う
。

富
山
に
は
き
び
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
を
教
え
て
く
れ
る
立
山

と
い
う
高
い
山
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
立
山
の
よ
う
に

じ
よ
う
ぶ
な
体
と
お
お
ら
か
な
思
い
や
り
の
山
を
そ
だ
て
て

い
き
た
い
。

さ
あ
、
み
ん
な
で
た
く
ま
し
い
体
と
豊
か
芯
山
を
き
た
え
ま

し
ょ
う
。

未
来
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
よ
う
。

私
た
ち
は
元
気
、
や
る
気
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
夢
や
希
望
を

語
り
合
い
、
失
敗
を
お
そ
れ
ず
勇
気
を
も
っ
て
新
し
い
時
代

を
ひ
ら
い
て
い
き
た
い
。

さ
あ
、
み
ん
な
で
明
る
い
未
来
に
向
か
つ
で
挑
戦
し
ま
し
ょ

一つ
。

友
だ
ち
の
輸
を
広
げ
よ
う
。

私
た
ち
は
友
だ
ち
が
大
沼
き
で
す
。
互
い
に
相
手
を
認
め
合

い
、
山
を
あ
わ
せ
て
、
友
情
の
輸
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

さ
あ
、
み
ん
な
で
国
際
交
流
を
と
お
し
て
良
い
友
だ
ち
に
な

り
ま
し
ょ
う
。

特集/未来に羽ばたく子どもたち

大
切
な
地
球
を
守
ろ
う
。

富
山
に
は
生
き
生
き
と
し
た
よ
う
す
を
あ
ら
わ
す
キ
ト
キ
ト

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
自
然
や
環
境
の

こ
と
を
真
剣
に
考
え
、
キ
ト
キ
卜
の
地
球
を
つ
く
り
た
い
。

さ
あ
、
み
ん
な
で
美
し
い
地
球
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

平
和
な
世
界
を
つ
く
ろ
う
。

私
た
ち
の
郷
土
で
は
吾
か
ら
鐘
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
鐘

の
琶
を
聞
く
と
O
が
や
わ
ら
ぎ
、
そ
し
て
、
晴
れ
や
か
に
怠

り
ま
す
。
自
由
で
平
和
な
世
界
は
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

さ
あ
、
み
ん
な
の
山
の
中
に
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
ょ
う
。

• 3
ど
も
と
や
ま
県
議
会

小
学
五
・

六
年
生
の

子
ど
も
議
員
四

十
七
人
が
、
郷
土
や
将
来
に
つ
い
て
話

し
合
う

「子
ど
も
と
や
ま
県
議
会
」
が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
自
分
の

意
見
や
提
言
を
発
表
す
る
こ
と
を
通
じ

て
社
会
の

一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持

っ

て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

今
年

は
じ
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

-
委
員
会
活
動

ア
/
却
、
m
w

呉
羽
少
年
自
然
の
家
で
行
わ
れ
た
委

員
会
活
動
で
は
、

子
ど
も
議
員
た
ち
が

「豊
か
な
自
然
と
環
境
情つ
く
り
」
「楽
し

い
学
校
と
友
だ
ち
哨つ
く
り
」

「私
た
ち
が

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
「
世
界
の
国
々

や
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
」
の
四
委
員
会

に
分
か
れ
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

以
下
、

意
見
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ゴ
ミ
拾
い
に
行
く
と
タ
バ
コ
の
吸
殻

が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
を

捨
て
る
の
も
大
人
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

計
画
す
る
の
も
大
人
。
で
も
実
際
に
拾

う
の
は
子
ど
も
、
と
い
う
の
は
へ
ん
で

す
。
大
人
に
も
環
境
を
守
る
努
力
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
良
い
と
こ

ろ
を
見
つ
け
る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と

が
、
「
仲
間
は
ず
れ
」
を
解
決
す
る
方
法

だ
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
る
た
め

に
、
ま
ず
自
分
か
ら
、
ほ
ん
の
少
し
の

勇
気
を
持
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
行

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

口
県
内
に
住
ん
で
い
る
約
八
千
人
の
外

国
人
の
中
に
は
、
言
葉
や
生
活
習
慣
の

遣
い
か
ら
困
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
人
々
に
声
を
か
け
た
り
、
力

に
な
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

U
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
国
際
交
流

だ
け
で
は
参
加
す
る
人
が
限
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
お
祭
り
の
よ
う

に
み
ん
な
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
国
際

交
流
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

亡
日
本
は
海
外
援
助
額
が
世
界
第
一
位

だ
け
ど
、
民
間
団
体
が
出
し
て
い
る
額

で
比
べ
る
と
ア
メ
リ
カ
の
十
分
の
一
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
民
間
の

援
助
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

-
本
会
議

8

/
刊

県
議
会
議
事
堂
の
本
会
議
場
で
行
わ

れ
た
本
会
議
に
は
、
中
沖
知
事
も
出
席
。

各
委
員
会
か
ら
の
報
告
と
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
が
全

世
界
に
向
け
て
メ

ッ
セ
ー

ジ
を
発
信

し、

未
来
を
担

っ
て
い
く
決
意
を
表
明

す
る
、
「
子
ど
も
世
界
宣
言
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

e
e
e

・e
・-
e

a

-

-

2
こ
ど
も
た
ち
の
十
二
歳
を
考
え
る
会

富
山
の
未
来
を
拓
く
人
材
の
育
成
を

め
ざ
し
て
平
成
五
年
に

設
立
さ
れ
た
、

富
山
県
未
来
財
団
で
は
、

今
年
二
月
に

「
こ
ど
も
た
ち
の
十
二
歳
を
考
え
る
会
」

を
設
置
し、

意
見
交
換
を
行

っ
て
い
ま

す
。こ

れ
は
、
十

二
歳
と
い
う
年
齢
が
、

肉
体
的
な
成
長
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神
的

に
も
自
立
し
た
考
え
方
が
育
ち
始
め
る

時
期
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
公
共
料
金

が
大
人
料
金
に
な
る
な
ど
大
人
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
重
要
な
節
目
と
い
え

る
こ
と
か
ら

①
十
二
歳
と
い
う
年
齢
の
意
昧

②
子
ど
も
た
ち
の
現
状
や
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境

③
大
人
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
で
考
え
行
動
す
る
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
な
行
事

に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

以
下
、
こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
意
見

の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

届

い
ま
深
刻
な
の
は
、
子
供
同
士
で
遊

ぶ
時
聞
が
な
く
、
「
遊
び
」
が
壊
れ
て
い

る
こ
と
だ
。

中
学
生
は
休
日
も
部
活
動
に
追
わ
れ
、

時
間
の
余
裕
が
な
い
。
そ
れ
が
心
の
余

裕
の
な
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

一
部
活
動
は
、
精
神
的
に
重
要
な
面
も

あ
る
が
、
最
近
は
勝
負
に
こ
だ
わ
り
す

ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

L
自
由
な
時
間
を
増
や
し
、
好
き
な
遊

び
を
さ
せ
れ
ば
よ
い

。
そ
の
中
か
ら
、

子
ど
も
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
く
。

『
日
本
の
学
校
教
育
は
規
制
が
多
す
ぎ

る
。日

本
の
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
意

見
を
述
べ
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。

子
ど
も
は
夢
を
持
っ
て
い
る
。
ま
ず

親
が
夢
を
語
れ
ば
子
ど
も
も
語
る
よ
う

に
な
る
。

「
家
庭
と
学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
と

マ
ス
コ
ミ
の
役
割
も
大
き
い
。
地
域
は

自
助
努
力
す
べ
き
だ
し
、
マ
ス
コ
ミ
は

視
聴
率
ア
ッ
プ
で
は
な
く
、
倫
理
観
や

道
徳
観
を
守
る
努
力
を
す
べ
き
だ
。

園
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
社
会
参

加
を
認
め
、
祝
福
す
る
機
会
が
あ
っ
た

ら
よ
い
。

県議会議事堂に勢ぞろいした子ども議員たち

- 6一

本会議で意見発表する子ども議員

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
て

い
く
た
め
に
は
、

学
校
だ
け
で
な
く
、

家
庭
、
地
域
な
ど
が
連
携
し
て
、
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、

子
ど
も
た
ち
が
将
来
へ
の
夢
を
描
け
る

よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

何
が
必
要
か

。
皆
さ
ん
も
、
今

一
度、

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

- 7 -

-
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
言
を
お
待

ち

し

て

い

ま

す

。

九

・

十

ペ

ー

ジ

の

「
知
事
へ
の
手
紙
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
「
こ
ど
も
た
ち
の
十
二
歳
を
考
え
る
会
」

に
つ
い
て
は
、
富
山
県
未
来
財
団
へ

。
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見
直
そ
う
、

，輔醐崎

ー
パ
ー
ク

環
境
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
機
関

ア
ン
ド

本
県
の
マ
イ
カ
ー
の
輸
送
分
担
率
(
旅

客
輸
送
全
体
に
占
め
る
割
合
)
は
八
十

五
%
と
、
全
国
平
均
の
六
十

一
%
に
比
べ

非
常
に
高
い
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
は
、
便
利
な
反
面
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
量
が
大
き
く
、
ま
た
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
や
、

大
気
汚
染
物
質
を
多
く
排
出
し
ま
す
。

い
ま
、
路
線
パ
ス
や
電
車
な
ど
環
境
へ

の
影
響
が
少
な
い
公
共
交
通
機
関
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
本
県
の
マ
イ
カ
ー
保
有
台
数
は

一
世
帯
当
た
り

一
・
五
四
台
と
全
国
第
二

位
(
第

一
位
は
群
馬
県
の

一
・
五
六
台
)
。

単位輸送量 (1人を1km運ぶこと)当たりの二酸化炭素

排出量の比較(鉄道を1.0とした場合)

道尊全失

、色、色、色、色、晶、色、色、色、色、色、愛豆、径五、色、長コ

知事への手紙
一お聞かせください、あなたの声を-

O色。色。色g?{OJg?色。色。色。色。色。径五g?{OJg?色 。 色 。 &

県では、広く皆さんの声をお聞きし、県政に反映させていきたいと考えています。

今月号の「県広報とやまjで紹介したこと、そのほか県政一般に関すること、

何でも結構です。日頃の感想や提言、ご意見をお寄せください。

.問合せ/県民相談電話 ft 0764 (31) 3131 FAX 0764 (44) 3300 
Eメール koho@pref.toyama.jp 
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却
柿

台
ス
ロ

ぬ
車十

用
用{家向日

ラ
イ
ド
の
す
す
め
l

一

マ
イ
カ
ー
の
な
い
生
活
は
、
も
は
や
考
え

ら
れ
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

し
ょ
切
っ
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る

手
法
と
し
て
最
近
注
目
を
集
め
て
い
る
の

が
「
パ
!
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
」
で
す
。

パ
l
ク
は
駐
車
、
ラ
イ
ド
は
乗
車
の
意
味
。

自
宅
か
ら
最
寄
り
の
駅
ま
で
は
マ
イ
カ
ー

を
利
用
し
、
駅
周
辺
で
駐
車
し
て
鉄
道
な

ど
に
乗
り
換
え
、
目
的
地
に
向
か
う
こ
と

を
い
い
ま
す
。

JX事
I例

越ク日

Z竺
土是正 4 ノ

京ド
の
ケフ

)イ
スド
|で

通
勤 v

県
内
で
も
、

J

R
や
富
山
地
方
鉄
道
な

ど
の
駅
周
辺
に
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
、
多

く
の
人
が
パ

l
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
で

通
勤
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
舟
橋
村
で
は
、
平
成
五
年
度

か
ら
富
山
地
方
鉄
道
の
越
中
舟
橋
駅
周
辺

に
村
営
の
無
料
駐
車
場
を
設
置
し
、
パ
ー

ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
を
促
進
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
は
毎
日
二
百
五
十
台
の
マ
イ

カ
ー
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ク
・
ア
ン
ド

・
ラ
イ
ド
用
の
駐
車

場
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
同
駅
の
利
用

者
は
飛
躍
的
に
増
加
。
平
成
九
年
度
に
お

け
る
同
駅
の

一
日

当

た

り

乗
降
客
数
は
、

九

百

九

十

人

と

、

五

年

前

に
比
べ

二

・

八
倍
に
達
し

て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、

そ
れ
ま
で
普
通
電
車
し
か
停
ま
ら
な
か
っ

た
同
駅
に
急
行
が
停
車
す
る
よ
う
に
な

り
、
地
域
住
民
全
体
に
と
っ
て
も
利
便
性

が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

事
例
目

v

パ
i
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
で
観
光

ー
五
箇
山
の
ケ
ー
ス
|

合
掌
造
り
集
落
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
平
村
と
上
平
村
で
は
、
観
光
客
が
激

増
し
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
交
通
渋
滞
や

排
気
ガ
ス
に
よ

っ
て
住
民
の
生
活
環
境
に

影
響
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
十

一
月
七
日

(
土
)
と
八
日
(
日
)
の
両
日
、
平
・
上
平
地

域
で
パ

l
ク
・
ア
ン
ド
・
パ
ス
ラ
イ
ド
が

試
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
の
地
域
へ
の
入
口
付
近
に

拠
点
駐
車
場
を
用
意
し
、
マ
イ
カ
ー
で
訪

れ
る
観
光
客
に
は
、
こ
こ
で
シ
ャ
ト
ル
パ

ス
に
乗
り
換
え
、
各
観
光
ス
ポ

ッ
ト
ヘ
向

か
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
。
シ
ャ
ト

ル
パ
ス
は
無
料
で
、

二
系
統
が
二
十
分
間

主庄川

R156 

Rl56 

至白川村

槌点駐車場

シャ トルバス停 (観光スポ yト)

ロ
• 

至織端

R304 

隔
で
運
行
さ
れ
る
ご
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
客
や
住
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
を
併
せ
て
行
い
、
本
格
実
施
に

向
け
た
課
題
を
探
る
ご
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。県

で
は
、
今
回
の
試
行
に
対
し
て
支
援

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※
実
施
日
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
を
未
来
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
マ
イ
カ
ー
と
公
共
交
通
機

関
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
環
境

に
や
さ
し
い
ラ
イ
ブ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
/
県
庁
新
幹
線
交
通
政
策
課

8
0
7
6
4
(
糾

)
3
1
2
3

-
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
言
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
九
・
十
ペ
ー
ジ
の

「
知
事
へ
の
手
紙
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一(ヤマ折り) 一一一一一一一一一一一一一一一 ー ノ

興9;f平 f//
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'101/// ~'1o 

- 9一

回
目
回
'
E
E
E
E

行丘呈
JDt企

富山市新総曲輪1の7

沖

富山県知事

中

知事への手紙

.y~:t=~三

口口口口-口口口

〔封筒のっくり方〕太線をハサミ等で切り離し、こちら側を外にして2つ折りに した後、の り付けしてくださし、。
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-テレビ・ラジオ広報番組

くこんにちは富山県です〉 北日本放送テレビ 毎週日曜 11 :00'" 11 :30 

くとやま超発見!フ方ー力ス・イン2>富山テレビ 毎週日曜 9:00"'9:30 

く富山男たモン勝ち〉 チューリップテレビ 毎月第四日曜 10:00"'10:52 

くとやま県聞録> FMとやま 月曜~木曜 11 : 30 '" 11 : 40 

一一一 一一一一一一一 一一一一一(タニ折り)一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

http://www.pref.toyama.jp/ 

の

-インターネット

(県

-新聞広報「県からのお知らせj

毎月第二-最終土曜の、北日本、読売、富山、北陸中日、

朝日、毎日新聞朝刊に掲載しています。

.月刊誌{県広報とやまj

毎月 1日に発行し、県庁正面窓口、県刊行物センター

民会館 1階)、市町村役場などで無料配布しています。

※年 2回の各世帯配布版は、新聞折り込みによりお届けします。…
自
然
公
園
大
会

一

一

内
君
臨

amm出胴

一早
川
¥一

a

立
山
山
麓
・
立
山
一
帯
で

六
日
の
両
日
、
第
四
十
回
自
然
公
園
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
共
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
毎
年
、
全
国

の
自
然
公
園
の
中
か
ら
地
域
を
定
め
て
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

コ
八
月
五
目
、
大
山
町
の
山
野
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ
た
式
典
に
は

全
国
か
ら
約
四
千
人
が
参
加
。
中
沖
知
事
が

「
人
間
と
自
然
と
の
共
生
を
国
内
外
に
提
言

し
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
、
自
然
を
大
切
に

す
る
心
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
ご
臨
席
の
常

陸
宮
殿
下
は
「
か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
二

十
一
世
紀
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
私
た

ち
の
責
務
で
す
。
大
会
を
契
機
に
、
人
と
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る

の
(
タ
ニ
折
り
)

知事への手紙

について

(
タ
ニ
折
り
)

の

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
お
言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

同
日
夜
に
は
、
営
火
を
囲
ん
で
の
「
夕
べ

の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
、
麦
屋
節
な
ど
の
民

謡
や
、
ス
キ
ヤ
キ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー

ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
口

「
ま
た
翌
六
日
は
、
立
山
登
山
、
高
山
植
物

ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
、
八
郎
坂
登
山
な
ど
全
部
で

十
八
の
野
外
活
動
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち

は
立
山
の
大
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
つ
ど

い
」
も
開
催
さ
れ
、
今
後
の
自
然
解
説
活
動

の
積
極
的
な
展
開
や
技
術
の
向
上
な
ど
に
つ

い
て
誓
っ
た
「
立
山
ア
ピ
ー
ル
」
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

-
県
で
は
、
木
道
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
公

園
の
施
設
整
備
や
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
養

成
な
ど
を
通
じ
て
、
県
民
が
自
然
と
ふ
れ
あ

う
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
口

スキヤキー・ステザール・オーケストラの熱演

(夕べのつどい)

常
陸
宮
岡
妃
両
殿
下

ご
来
県

営火台に点火する両殿下 (後ろ姿は中沖知事)

常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
が
、
第
四
十
回
自
然

公
園
大
会
に
ご
臨
席
の
た
め
、
八
月
四
日
か

ら
六
固
ま
で
の
日
程
で
、
ご
来
県
さ
れ
ま
し

た
。四

日
午
前
、
富
山
空
港
へ
ご
到
着
に
な
っ

た
両
殿
下
は
、
午
後
か
ら
魚
津
市
の
埋
没
林

博
物
館
と
入
善
町
の
「
杉
沢
の
沢
ス
ギ
」
を

ご
視
察
。
歓
迎
に
詰
め
か
け
た
人
々
が
カ
メ

ラ
を
向
け
る
と
笑
顔
で
応
じ
ら
れ
、
握
手
に

も
気
軽
に
応
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ー
五
日
は
、
立
山
町
に
あ
る
富
山
県
[
立
山

博
物
館
]
と
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
を

ご
視
察
に
な
っ
た
後
、
第
四
十
回
自
然
公
園

大
会
に
ご
臨
席
。
「
夕
べ
の
つ
ど
い
」
で
は
、

営
火
台
に
点
火
す
る
た
め
の
ト
|
チ
を
お
二

人
ご
い
っ
し
ょ
に
お
持
ち
に
な
る
と
い
う
微

笑
ま
し
い
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

六
日
は
、
立
山
の
室
堂
平
や
弥
陀
ヶ
原
を

ご住所干

お電話

お名目rr(フリガナ)

年齢 男 女 | ご職業

ご
散
策
。
登
山
者
ら
に
気
軽
に
声
を
か
け
ら

れ
た
ほ
か
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
つ
が
い
を
見
つ

け
ら
れ
る
と
、
殿
下
は
妃
殿
下
に
「
目
の
上

が
赤
い
の
が
オ
ス
だ
よ
」
と
優
し
く
話
し
か

け
ら
れ
る
な
ど
、
あ
た
り
は
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

町
三
日
間
の
日
程
を
無
事
終
え
ら
れ
た
両
殿

下
は
、
六
日
夕
方
、
空
路
富
山
を
後
に
さ
れ

ま
し
た
。

B
S
特
別
番
組

「
今
日
は
と
こ
と
ん
富
山
県
」

こ
の
秋
放
送

f

富
山
県
の
魅
力
を
一
日
丸
ご
と
全
国
へ

発
信
す
る
特
別
番
組
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

十
月
二
十
五
日
目
午
前
十
時

i
午
後
八
時

N
H
K
衛
星
第
二
放
送
(B
S
刊
チ
ャ
ン
ネ
ル
)

※
番
組
名
、
放
送
日
時
は
予
定
で
す
。

、。
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。f
登山者に声をかけられる両殿下
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盛り上がろう!みんなで盛り上げよう、
2000年国体PR用クッス貨出中一

いま、 2000年国体富山県民運動が展開されています。

これは、 i2000年とやま国体j と「きらりんびっく富山j

を県民総参加で成功させ、感動を分かち合おうというもの。

大会まで、あと 500日あまり。開催に向けてみんなで盛

り上がっちゃうなんていうのも運動のひとつです。

そこで、国体実行委員会では、国体 PR用グツズの無料レ

ンタルを実施しています。

おなじみ時丸・風丸の着ぐるみやマスコットぬいぐるみの

ほか、のぼり旗、ジャンパ一、はつひe，PRビデオ、横断

幕、さらには、賞状・賞品を並べるのにも便利なカウンター

やブースなど品ぞろえも豊富です。

もうすぐ秋のイベントシーズン。地域のお祭りに、運動会

に、時丸・風丸を仲間に入れてください。

問合せ/2000年国体富山県実行委員会

事務局総務課

ft0764 (44) 9667 

黒
部
川
の
清
流
と

ト
ロ
ッ
コ
電
車

宇
奈
月
町

宇
奈
月
と
樺
平
を
結
ぶ

グ
ト
ロ

ッ
コ
電
車
d

は
、
黒

部
峡
谷
の
大
自
然
を
堪
能
で
き
る
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。

定
員
三
十
六
名
の
小
さ
な
客
車
を
連
ね
た
ト
ロ

ッ
コ

電
車
は
、
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と
走
り
な
が
ら
、
カ
ー
ブ

に
さ
し
か
か
る
た
び
に
、
車
輪
と
レ
l
ル
が
摩
擦
し

て
「
キ
キ
キ
1
」
と
い
う
音
を
響
か
せ
る
。
客
車
の

中
は
と
て
も
賑
や
か
だ
が
、
そ
れ
で
も
耳
を
澄
ま
せ

ば
、
黒
部
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
、
岩
聞
を
流
れ
落
ち
る

水
音
が
清
涼
感
を
届
け
て
く
れ
る
。
窓
が
な
く
、
平

均
時
速
十
六
キ
ロ
と
、
の
ん
び
り
走
る
ト
ロ

ッ
コ
だ

か
ら
こ
そ
楽
し
め
る
音
な
の
だ
。

四
季
折
々
の
美
し
さ
に
彩
ら
れ
る
黒
部
峡
谷
は
、
ト

ロ
ッ
コ
の
魅
力
と
相
ま

っ
て
、
訪
れ
る
人
た
ち
に
至

高
の
ひ
と
と
き
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
に
違
い
な

1

0
 

'
U
 

県
で
は
今
年
二
月
、
未
来
に
伝
え
た
い
、

残
し
た
い
、

県

内
五
十
箇
所
の
「
と
や
ま
の
音
風
景
」
を
認
定
し
ま
し
た
。
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